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市内在住の２月生まれで２～４歳までのお子さんを募集。
電話で１月８日（金）まで、またはメールで１月１１日（月）まで
にお申し込みください。応募多数の場合は抽選になり、掲載が
決まったら数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

大きいおなかにパワー満タン！わんぱ
くすぎてママはへろへろ…。バイバイ
大好き、愛嬌たっぷり翔くんです。

一美
かずみ

さん・由香
ゆ　か

さんの次男（天野）

(平成２０年１月１６日生)

いつもにこにこ笑顔が素敵ななおちゃ
ん。これからもたくさんの笑顔をみせ
てね。元気いっぱい大きくなーれ！　

誠
まこと

さん・由紀子
ゆ　き　こ

さんの長男（立花台）

(平成１８年１月２０日生)

電車とバスタオルと枝豆が大好きな凛
くん。その笑顔は、家族を幸せにして
くれているよ。ありがとう。

心一
しんいち

さん・由佳
ゆ　か

さんの長男（山木）

(平成１８年１月１日生)

桃ちゃん、今は病気ばかりして大変だ
けど、だんだんと丈夫な体になってい
こうね！みんな桃ちゃんが大好きだよ。

充章
みつあき

さん・洋子
ようこ

さんの長女（古奈）

(平成１８年１月１９日生)

ニンジンが大好きで大きくなったら
ウサギになりたい花梨ちゃん。弟の伊
織くんとこれからも仲良くね。

孝彦
たかひこ

さん・雅子
わかこ

さんの長女（長岡）

(平成１９年１月１７日生)

お姉ちゃんとポケモンが大好きな大弥
くん。これからもお姉ちゃんと仲良く、
元気に育ってね！　

憲一
のりかず

さん・加恵
か　え

さんの長男（寺家）

(平成２０年１月１８日生)

寺
家
の
願
成
就
院

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

・
大
御
堂

お
お
み
ど
う

に
は
、

鎌
倉
時
代
の
仏
師
・
運
慶
う
ん
け
い

作
の
阿
弥
陀
如

来
坐
像
な
ど
、
国
指
定
重
要
文
化
財
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建
物
の
防

災
工
事
に
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
、
拝
観

で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
末
に
工
事
が
完
成
し
た

た
め
、
今
年
か
ら
ま
た
拝
観
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
拝
観
開
始
は
、
元
旦

か
ら（
通
常
の
拝
観
は
水
曜
以
外
の
九
時

〜
十
六
時
）。
見
学
料
は
大
人
三
百
円
、

子
ど
も
百
円
で
す
。

正
月
は
神
社
の
初
詣
だ
け
で
な
く
、

あ
り
が
た
い
仏
様
も
拝
ん
で
み
て
は
？

阿弥陀如来坐像

毘沙門天像不動明王三尊立像

願成就院の国指定文化財群（いずれも運慶作）

問合せ　天主君山願成就院　電話０５５‐９４９‐７６７６
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
伊
豆
の
国
市
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
の

少
な
い
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
八
月
の
地
震
、

台
風
も
大
き
な
被
害
も
無
く
、
幸
い
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
本
年
も
平
穏
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
心
か
ら

願
う
も
の
で
す
。

伊
豆
の
国
市
も
誕
生
か
ら
六
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

現
在
の
景
気
の
動
向
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
百
年
に

一
度
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
経
済
不
況
の
一
部
に

は
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
た

ち
に
は
ま
っ
た
く
そ
の
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

地
方
経
済
は
疲
弊
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
企
業
の
減
産
減
収
、
雇
用
の
悪

化
な
ど
、
過
去
に
例
の
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一

日
も
早
い
回
復
を
願
う
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
市
当
局
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
度
予
算
の
編
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
景

気
の
落
ち
込
み
に
よ
る
税
収
の
大
幅
な
減
収
、
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
る
国
の
財
政
措
置
の
縮
減
な
ど
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
無
駄
な
く
効
果
的
な
市
民
本
位
の

予
算
を
組
み
、「
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力
ゆ

め

あ
る
温
泉
健
康
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
行
政
と

議
会
は
し
っ
か
り
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
で
は
、
基
本
構
想

実
現
の
た
め
に
、
成
果
の
見
え
る
行
政
運
営
、
市
民

に
開
か
れ
た
行
政
運
営
、
自
主
自
立
の
行
政
運
営
の

三
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
行
政
」を「
議
会
」に
読
み

替
え
れ
ば
、
ま
さ
に
我
々
議
会
の
運
営
に
そ
の
ま
ま

あ
て
は
ま
り
ま
す
。
行
政
と
協
力
で
き
る
点
は
大
い

に
協
力
し
、
改
善
す
べ
き
点
は
し
っ
か
り
指
摘
し
、

新
た
な
政
策
提
言
を
行
い
、
さ
ら
に
監
視
機
能
を
十

分
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

改
め
て
議
会
本
来
の
役
割
を
吟
味
し
、
現
在
の
議
会

運
営
を
見
直
し
、
検
討
す
べ
く
「
議
会
改
革
調
査
検

討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
こ
れ
か
ら
地
方
分
権
型
社
会
が
進
ん
で
い
く

中
で
、
議
会
が
市
民
の
代
表
と
し
て
市
民
の
負
託
に

真
摯

し
ん
し

に
応
え
る
た
め
、
担
う
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、

情
報
発
信
に
努
め
、
議
会
本
来
の
責
務
を
果
た
し
、

公
平
、
公
正
、
透
明
な
議
会
運
営
が
図
ら
れ
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

過
去
の
寅
年
に
は
、
新
し
い
方
向
へ
向
か
っ
て
動

き
出
し
た
年
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
今

年
は
、
昨
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
政
権
交
代
に
よ

り
誕
生
し
た
新
政
権
の
動
向
を
注
目
し
、
特
に
、
地

方
分
権
改
革
推
進
会
議
の
勧
告
に
基
づ
く
行
動
計
画

が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
か
、
し
っ
か
り
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
日
本
は
真
に
地
方
の
時
代
に
向
か
っ
て
動

き
出
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
新

し
い
動
き
に
も
議
会
が
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
一
層
重
要
と
考
え
ま
す
。
魅
力
あ
る
「
伊
豆
の
国

づ
く
り
」
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
様
お
そ
ろ
い
に
て
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま

す
。わ

が
伊
豆
の
国
市
は
誕
生
以
来
六
年
目
を
迎
え
、

第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
三
つ
の
戦
略
と
六
つ
の

柱
を
中
心
に
、
災
害
対
策
・
子
育
て
支
援
・
交
通
対

策
・
健
康
づ
く
り
・
上
下
水
道
や
住
環
境
の
整
備
・
観

光
振
興
な
ど
の
事
業
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
、
本
市
で
は
江
川
坦
庵
公
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

演
劇
、
合
唱
、
オ
ペ
ラ
、
歴
史
、
文
学
、
温
泉
の
六

つ
の
部
門
で
十
三
も
の
事
業
と
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
来
場
者
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
延
べ
二
万
五
千
人
の

方
々
が
市
内
外
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
盛
大
に
ま
た
成
功
裡
に
終
了
で
き

ま
し
た
の
も
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
会
や
関

係
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
同
時
不
況

か
ら
日
本
経
済
は
停
滞
が
続
い
て
お
り
、
今
年
も
金

融
や
経
済
界
に
大
き
な
波
紋
と
変
動
を
及
ぼ
し
そ
う

で
す
。
ま
た
、
先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
政

権
が
交
代
し
、
国
の
政
策
は
大
き
く
方
向
転
換
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
動
向
は
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
政
権
与
党
と
な
っ
た
民
主
党
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見
ま
す
と
「
中
央
集
権
か
ら
地
域
主

権
へ
」
を
原
則
の
一
つ
に
入
れ
て
お
り
、「
中
央
政
府

は
国
レ
ベ
ル
の
仕
事
に
専
念
」す
る
こ
と
や「
基
礎
的

自
治
体
が
対
応
可
能
な
事
務
事
業
の
権
限
と
財
源
を

大
幅
に
移
譲
す
る
」こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
本
市
に
と

っ
て
、
権
限
と
財
源
と
い
う
裁
量
は
増
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
同
時
に
新
た
な
事
務
事
業
を
受
け
持

つ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任
と
負
担
は
重
く
、
自
治

体
の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
財
政
状
況
は
年
々
厳
し
く
な
る

環
境
下
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
健
全
財
政
を

堅
持
し
て
い
る
も
の
の
、
歳
出
に
お
い
て
は
「
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
に
行
う
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
の
耐
震
関
連
事
業
」や「
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
安
全
に
生
活
す
る
た

め
に
行
う
浸
水
対
策
事
業
」
な
ど
、
従
来
か
ら
の
重

点
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
干
支
は「
寅と

ら

」で
す
。
ト
ラ
は

猛
々
た
け
だ
け

し
い
印
象
が
強
く
、
強
い
も
の
、
豪
傑
の
代
名

詞
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
日
本

で
は
戦
国
武
将
の
武
田
信
玄
や
上
杉
謙
信
が
、
そ
の

武
威
を
そ
れ
ぞ
れ「
甲
斐
の
虎
」、「
越
後
の
虎
」と
ト

ラ
に
喩た
と

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
政
を
運
営
す
る
上
で
も
、
今
の
よ
う
な
厳
し
い

環
境
変
化
に
適
合
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
虎
穴
に
入

ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
」
の
こ
と
わ
ざ
に
あ
る
よ
う

に
、
リ
ス
ク
を
背
負
い
な
が
ら
も
思
い
切
っ
た
発
想

の
転
換
や
改
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
必

要
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
今
年
は
、
ト
ラ
の
よ
う
に
力

強
い
ジ
ャ
ン
プ
力
で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
産
業
の
振
興
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新年のあいさつ

厳しい環境変化を乗り切るため、
思い切った発想の転換や改革に
チャレンジしていきます。

伊豆の国市長 望月良和　

新年のあいさつ

議会改革調査検討特別委員会
を設置し、公平、公正、透明な
議会運営を目指します。

伊豆の国市議会議長 土屋源由　



5 ２０１０．１．１いずのくに 4２０１０．１．１いずのくに

伊豆の国市が開催する所得税の確定申告全般の受け付けは、次のとおりです。

と　き　

ところ　

＊伊豆長岡庁舎では行いません。ご注意ください。
＊会場の混雑緩和のため、地区ごとに申告会場を指定しています（強
制ではありません）。ご協力をお願いします。
＊大仁庁舎にお越しの際は、なるべく公共交通機関をご利用ください。

21

①平成２１年中に支払った医療費の領収書
②高額療養費、出産一時金、保険金、損害賠償金などを
受け取った場合はその金額のわかるもの
＊領収書は病院や診療を受けた人ごとに分けて金額を合
計し、メモ用紙などに整理してきてください。

国民年金･健康保険などの支払い金額のわかるもの
＊国民年金保険料については日本年金機構から送付され
る控除証明書の提示が必要になります。
証明書などを紛失して納付金額がわからない場合は、
日本年金機構（控除証明専用電話０５７０‐０７０‐１１７）ま
たは三島年金事務所（電話０５５‐９７３‐１４４４）へお問い
合わせください。

保険会社等が発行する控除証明書

障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳、
戦傷病者手帳、市町村長
が発行する障害者控除対
象者認定書など（本人、
扶養親族分）

【新築住宅の場合】

①住民票の写し
②家屋の登記事項証明書、請負契約書の写しや売買契約
書の写しなどで家屋の取得年月日･床面積･取得価額を
明らかにする書類
③住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
④住宅ローン等に含まれる敷地等の購入に係るローン等
について控除の適用を受ける場合は、その敷地等の登
記事項証明書、その敷地等の分譲に係る契約書の写し
などで、その敷地等の取得年月日・取得価額などを明
らかにする書類
⑤認定長期優良住宅の新築等に係る住宅借入金等特別税
額控除を適用する場合は、長期優良住宅建築等計画の
認定通知書（変更の場合は変更認定通知書）の写しと
住宅用家屋証明書（写し可）など

【中古住宅･増改築等の場合】（バリアフリー改修工事に
係る特定増改築等住宅借入金等特別税額控除を受ける場
合と省エネ改修工事に係る特定増改築等住宅借入金等特
別税額控除を受ける場合を含む）
上記書類に加え、各種書類が必要になります。三島税

務署（電話０５５‐９８７‐６７１１）または国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp/）「暮らしの税情報マイホームを持
ったとき」でご確認ください。

①災害を受けた資産の明細書
②被災等の証明書
③災害等に関連する支出の領収書

平
成

年
分

所
得
税
の
確
定
申
告

確
定
申
告
会
場
で
は
、
書
類
審

査
に
時
間
が
か
か
る
の
で
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
税
務
署
や
市
で

は
審
査
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

還
付
申
告
者
を
対
象
に
還
付
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
対
象
と
な
る
人
は
、
確
定

申
告
期
間
前
で
も
申
告
書
の
記

載
・
提
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
三
島
税
務
署
、
市
役
所
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
島
税
務
署（
自
動
音
声
で
案
内
）

電
話
０
５
５（
９
８
７
）６
７
１
１

市
役
所
税
務
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
１
８

確
定
申
告
前
に
申
告
書
の
提
出
が
で
き
る

【問合せ】

所
得
税
の
還
付
申
告
相
談
会

■ 市役所相談会 ■

■ 三島税務署出張相談会 ■
と　き ところ

２月２日（火）、
３日（水）、４日（木）

９：３０～１６：３０
函南町役場
２階大会議室

２月１日（月）、
９日（火）

９：３０～１６：１５
伊豆市修善寺生きいき
プラザ第１・２会議室

２月５日（金） ９：３０～１６：３０
伊豆の国市役所大仁庁舎
２階第１会議室

と　き ところ

２月３日（水）、
４日（木）、８日（月）
９日（火）、１０日（水）
１２日（金）、１５日（月）

午前の部
９：００～１２：００
午後の部

１３：００～１６：００

伊豆の国市役所大仁
庁舎２階第１会議室

●平成２１年分の給与所得の源泉徴収票または公的
年金の源泉徴収票（配偶者特別控除を受ける場合
は、配偶者の所得がわかるものも必要）
●還付を受ける金融機関の口座番号がわかるもの
（本人名義の口座）、印鑑、筆記用具、計算機

●給与所得者で、雑損控除、医療費控除、住宅借
入金等特別控除を受ける人
●給与所得者で、年の途中で退職して年末調整が
できない人
●給与と年金収入、または年金収入のみの人など

大
仁
庁
舎
田
京
駅
隣

（
田
京
二
九
九
の
六
）

大門橋 

神島橋

田
京
駅 

【対象】韮山地区、墹之上・古奈・谷戸・仲之台・鳥打・
珍野・町屋・大北・千代田・長塚地区に住んでいる人

【対象】大仁地区、天野・長岡・小坂・富士見・長瀬・
戸沢・花坂地区に住んでいる人

三島税務署が開催する所得税、贈与税、個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告の受付日程

と　き ２月１２日（金）～３月１５日（月）９：００～１７：００　＊土・日を除く
ところ 三島商工会議所１階ＴＭＯホール

医療費控除を受ける人

社会保険料控除を受ける人

生命保険料控除･地震保険料控除
（旧長期損害保険料控除を含む）を受ける人

障害者控除を受ける人

住宅借入金等特別税額控除を受ける人

雑損控除を受ける人

所得税の確定申告
については、広報
２月号で詳しくお
知らせします。
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任用期間：４月１日（木）～平成２３年３月３１日（木）

提出書類 履歴書（Ａ３版）に写真を貼り付け、連絡先、学歴・職歴、免許・資格、希望職種、勤務場
所を必ず明記してください。

提出先　 №１………伊豆の国市役所総務課（〒４１０‐２２９２長岡３４０‐１電話０５５‐９４８‐１４１１）
№２～１５…伊豆の国市役所教育総務課（〒４１０‐２２９２長岡３４６‐１電話０５５‐９４８‐１４４４）

申込み １月４日（月）～２９日（金）の間に、上記へ提出書類を持参または郵送（必着）。
その他　 ６０歳未満の人を募集（定年が６０歳）、面接試験を実施。

詳細は各所属課へ。

環境政策課　　電話０５５‐９４９‐６８０４

学校指導課　　電話０５５‐９４８‐１４５３

こども育成課　電話０５５‐９４８‐１４４７

社会教育課　　電話０５５‐９４８‐１４６１

中央図書館　　電話０５５８‐７６‐５５６６

応
募
方
法

問
合
せ

勤務地／市役所別館
勤務内容／９：１５～１６：００、 月～金曜
日、５日／週、６時間／日
時給／８１０円
定員／１人 ＊社会保険あり
資格／応募する時点で失業中の人
（ハローワークの紹介状など、失業中
であることを証明できるものが必
要）。伊豆の国市の簡単な地理がわか
る人。簡単なパソコン操作ができる
人。普通自動車免許。
＊６０歳未満の人を募集（定年が６０
歳）。
申込み／履歴書（Ａ３版）に写真を貼
り付け、連絡先、学歴、免許、資格、
希望職種を明記し、１月１８日（月）
までに、伊豆の国市役所総務課
（〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　電話
０５５‐９４８‐１４１１）へ提出書類を持参
または郵送（必着）。
＊１月２２日（金）に面接あり。
業務に関する問合せ／都市計画課
電話０５５‐９４８‐２９０９

勤務地／市役所大仁庁舎
勤務内容／９：００～１６：００、 月～金曜
日、５日／週、６時間／日
時給／８１０円
定員／１人 ＊社会保険あり
資格／応募する時点で失業中の人。
簡単なパソコン操作ができる人。
＊６０歳未満の人を募集（定年が６０
歳）。
申込み／上記「情報整備作業員」の申
し込み方法と同じ。ただし、申し込
みは１月４日（月）～２９日（金）の間。
＊面接あり。
業務に関する問合せ／高齢者支援課
電話０５５８‐７６‐８０１１

№ 勤務場所 職種 種別 人数 時給（円） 社保 雇用
勤務日・勤務時間等

（時間／日、時間／週、日数／月）
特記事項

１ 長岡斎場 火葬業務他 非常勤職員 １ １，８００ 有 有
６時間／２４時間／１８日、８：３０～
１７：１５のうち６時間程度、勤務日
は所属長の命ずる日

普通運転免許証

２ 市内小学校 低学年学習支援員 非常勤職員 ２
１，０２０
（免許無８１０）

有 有
６時間／３０時間、８：００～１４：４５、
月～金曜日

教員免許または養護教諭免許、年間１９８日、
低学年の多人数学級学習支援

３ 市内小中学校 学習生活支援員 非常勤職員 ６
１，０２０
（免許無８１０）

有 有
６時間／３０時間、８：００～１４：４５、
月～金曜日

教員免許または養護教諭免許、年間１９８日、
特別支援教育支援･中学学習生活支援

４ 市内小中学校 図書館司書 非常勤職員 ２ ８５０ 無 有
５時間／２５時間／２２日、８：００～
１６：００のうち５時間、月～金曜日

司書資格、年間１９８日、図書室の整理、貸
出、学習支援

５ 保育所 保育士 臨時職員 ２ 日額８，１６０ 有 有
７時間４５分／３８時間４５分／２２
日、７：３０～１８：００のうち７時間
４５分、月～土曜日

保育士資格、ローテーション勤務あり

６ 保育所 保育士 非常勤職員 ４ １，０２０ 有 有
６時間／３０時間／２２日、７：３０～
１８：００のうち６時間、月～土曜日

保育士資格、ローテーション勤務あり

７ ひまわり保育園 栄養士 非常勤職員 １ ８９０ 有 有
６時間／３０時間／２２日、８：３０～
１７：１５のうち６時間、月～土曜日

栄養士免許、ローテーション勤務あり

８ 幼稚園 幼稚園教諭 臨時職員 １ 日額８，１６０ 有 有
７時間４５分／３８時間４５分／２２
日、８：１５～１７：００、月～金曜日

幼稚園教諭免許

９ 幼稚園 幼稚園教諭 非常勤職員 ６ １，０２０ 有 有
６時間／３０時間／２２日、８：１５～
１４：３０のうち６時間、月～金曜日

幼稚園教諭免許

１０ 放課後児童教室 児童指導員 非常勤職員 ５
１，０２０
（資格無８５０）

有 有
６時間／２４時間／１８日、８：００～
１８：３０のうち６時間、月～土曜日

ローテーション勤務あり、保育士資格または
幼稚園教諭免許または教員免許または児童
厚生員資格または子育て経験者

１１ あやめ会館 社会教育指導員 非常勤職員 ２
８９０
（資格無８１０）

有 有
６時間／３０時間／２２日、９：００～
１６：００、月～金曜日

社会教育主事資格または教職員経験者また
は社会教育関係業務経験者、普通運転免許
証、簡単なパソコン操作ができる人

１２ 大仁市民会館 受付･貸付事務 非常勤職員 ２ ８１０ 無 無
８時間／１６時間／９日、８：３０～
１７：３０、火～日曜日

ローテーション勤務あり、簡単なパソコン操
作ができる人、簡易的な音響・照明操作あり

１３ 韮山郷土史料館 受付事務 非常勤職員 １ ８１０ 無 有
７時間／２１時間／１４日、８：４５～
１６：４５、木～火曜日

ローテーション勤務あり、簡単なパソコン
操作ができる人

１４
韮山農村環境改善
センター

文化財出土品等整
理員･受付事務

非常勤職員 １ ８１０ 無 有
７時間／２１時間／１４日、８：１５～
１７：００のうち７時間、月～金曜日

ローテーション勤務あり、簡単なパソコン
操作ができる人

所属

環境政策課

学校指導課

学校指導課

学校指導課

こども育成課

こども育成課

こども育成課

こども育成課

こども育成課

こども育成課

社会教育課

社会教育課

社会教育課

社会教育課

任用期間：２月１日（月）～７月３１日（土）

任用期間：４月１日（木）～９月３０日（木）

緊急雇用創出事業
非常勤職員を募集します。

１５ 中央図書館 図書館窓口業務 非常勤職員 １ ８１０ 無 有
８時間／２４時間／１４日、８：３０～
１７：４５のうち８時間、火～日曜日

ローテーション勤務あり、簡単なパソコン
操作ができる人

図書館
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昨
年
十
月
二
十
四
日
か
ら

十
一
月
八
日
ま
で
開
催
し

た
、『
第
二
十
四
回
国
民
文

化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０
９
in

伊
豆
の
国
』。

ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１０月２４日、２５日にアクシ
スかつらぎ大ホールで創作オペ
ラ『江川太郎左衛門～熱き心の
火～』を開催。『市民オペラ伊豆
の国』１６０人が出演し、２日間
で１，５００人以上の観客を動員
しました。

１０月２４日、２５日にアクシスかつら
ぎ多目的ホールで『湯けむり映画祭in伊
豆長岡』を開催。『山のあなた』『伊豆の
踊子』などの映画を上映し、２日間で約
１，５００人の観客を動員しました。

１０月２６日～３０日と、１１月２
日～６日に、三養荘で『華の舞 芸妓

げい ぎ

まつり』を開催し、２週間で９００人
以上の観客を動員しました。また、
１１月３日にはアクシスかつらぎ大
ホールで『下駄ダンスコンテスト』
を開催し、１２０人以上が参加し、約
７３０人が来場しました。

韮山時代劇場大ホールで、１０月２４日
に『アマチュア劇団ステージ』、１１月８日
に『高校生ステージ』を上演。
またアクシスかつらぎ大ホールで、１１

月１日に『江川坦庵公　夜は明け我は今翔
ぶ』、１１月５日に『プロステージ　が～ま
るちょばサイレントコメディー』を上演。
延べ３，１００人以上の観客を動員しました。

韮山時代劇場大ホールで、１０月２５日
に『文化財クローズアップ 江川坦庵の魅力
を知る』を、１１月１日に『近代化産業遺産
群シンポジウム（詳細は次ページ）』を開催。
また１０月２５日、１１月１日に『歴史ガ

イドツアー』を開催しました。
ボランティアなど１６９人も含め、延べ

８，７００人以上が参
加しました。

１１月７日、８日にアクシスかつらぎ大ホールで、『合唱
の祭典』を開催。総勢２３０人の『第２４回国民文化祭記念合
唱団「伊豆の国」』による『瑠璃色

る り いろ

の空の
下で』『水脈

み　を

速み』が披露され、２日間で
延べ４，３００人以上が参加しました。

韮山郷土史料館企画展
坦庵～江川太郎左衛門英龍の実像
（３月２日まで開催中！）

近代化産業遺産群サミット
参加自治体観光物産フェア（１１月１日）

秋のパン祖のパン祭り
（１０月２４・２５日）

温泉まんじゅう祭り
（１１月３日）

韮山竹灯籠まつり
（１１月７日）

消防フェスタ
（１１月８日）

問
合
せ
　
文
化
振
興
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
２
２
５

国民文化祭応援イベントの数々

湯けむり映画祭in伊豆長岡
江川太郎左衛門～熱き心の火～

華の舞 芸妓まつり

下駄ダンスコンテスト

合唱の祭典

アマチュア劇団ステージ

高校生ステージ

プロステージ

創作劇『江川坦庵公 夜は明け我は今翔ぶ』

歴史ガイドツアー

文化財クローズアップ

近代化産業遺産群シンポジウム
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歩いて楽しい街づくり

石井直樹市長

もっと調査と研究

ストップ・ザ・な～んもなか
佐賀市には、バルーンフェ

スタや佐賀のりなど、実はい
ろんないい資源がある。幕
末・明治の歴史遺産もその一
つ。それらを活用して、な～
んもなか（何もない）を払しょ
くしていきましょう。

世界を見る目

大西憲治副市長

末竹健志副市長

小西雅徳郷土資料館長

日本近代化のストーリー

野村興兒市長原 風景

ネットワーク

石踊政昭教育長

栗原裕康市長

鋳銭
ちゅうせん

事業

歴史的遺産に学べ

深浦卓二副町長

望月良和市長

価値の発信

智多正信副市長

風光明美な自然とロマンあふ
れる名所旧跡を数多く有する
佐賀県の県都。

佐賀市
（佐賀県）

数多くある歴史的遺産には
それぞれに、先人の血と汗の
壮烈な物語があります。そう
いった日本近代化のストーリ
ーを、訪れてくれた人たちに
ちゃんと語れるようにしなく
てはならないと思います。

江戸時代の街なみや歴史的景観
が残る街。吉田松陰ら近代日本
の夜明けを告げた人々の出身地。

萩 市
（山口県）

鹿児島市では、ウォーキン
グコースを作って産業遺産群
を観光資源として活用しま
す。近代日本の原風景、維新
の街・鹿児島づくりを進め、
世界遺産登録を目指したまち
づくりに取り組みます。

朝夕七色に姿を変える桜島。その
悠久の火山活動が生み出した山並
みと波静かな錦江湾が美しいまち。

鹿児島市
（鹿児島県）

幕末の薩摩藩主・島津斉彬が
近代産業を興すために鋳銭事業
（資金づくり）を進めたように、
加治木町もこれから近代化産業
遺産を活用していくにあたり、
財源づくりをがんばらなければ
いけないと思います。

目の前に噴煙たなびく雄大な
桜島と銀鱗に光る錦江湾を臨
む気候温暖で風光明美なまち。

加治木町
（鹿児島県）

近代化産業遺産や、それを
通じた人物による各自治体の
歴史的な繋がりは、予想以上
に深いと感じました。これか
らもこの『ネットワーク』をい
かして、連携していければと
思います。

東海道の要衝として、また西伊豆
の玄関口として、古くから政治、
経済、文化の中心を担うまち。

沼津市
（静岡県）

大人はもちろんですが、小
学生や中学生が江川坦庵の功
績や当時の歴史的背景などを
勉強しながら、青雲の志を持
ってくれる。そんな次世代の
人材育成ができるまちづくり
を目指したいと思います。

伊豆・駿河・相模・武蔵・甲斐
を治めた名代官、江川太郎左
衛門のおひざ元。

伊豆の国市
（静岡県）

下田市は、なまこ壁や伊豆
石の建物などが残り、町中に
歴史的な魅力が詰まっていま
す。市民が楽しく手軽に参加
できる、歩いて楽しいまちづ
くりを目指していきたいと思
います。

ペリーの黒船来航など日本
開国の表舞台として、歴史
にその名を残すまち。

下田市
（静岡県）

町年寄として長崎の貿易を
司っていた高島秋帆

たかしましゅうはん

は、国防
の大切さに気づき西洋砲術を
行った。近代化産業遺産の情
報をインターネットで発信し、
見るだけでなく、実際に生で
触れてほしいですね。

精密機械を中心に工業が根付
き、首都圏との交通至近性によ
り大型団地も開発されたまち。

板橋区
（東京都）

佐世保市には、旧海軍施設
（赤レンガ倉庫など）があり、
一部を音楽堂などとして活用
しています。遺産に関する調
査と研究を深め、市民の皆さ
んに喜んでもらえるような活
用をすることが大事です。

明治２２年に日本海軍の軍港
として開港し、昭和２７年に
米海軍基地が置かれたまち。

佐世保市
（長崎県）

長崎市には、観光客が市民
ガイドの案内で市内をさるく
（歩く）、『長崎さるく』という
観光企画があります。自治体
のもつ魅力や価値を、まずは
市民が発見し、市外に発信し
ていくことが重要です。

鎖国時代には西洋に開かれた
唯一の窓口として、人、物な
ど多様な文化が交流したまち。

長崎市
（長崎県）

代
化
産
業
遺
産
群
』と
は
、

経
済
産
業
省
が
、
日
本

の
近
代
化
に
貢
献
し
た
施
設
を
遺

産
と
し
て
認
定
す
る
制
度
で
、
伊

豆
の
国
市
の
『
韮
山
反
射
炉
』
は
、

そ
の
第
一
の
ス
ト
ー
リ
ー
「『
近
代

技
術
導
入
事
始
め
』海
防
を
目
的
と

し
た
近
代
黎
明
期
の
技
術
導
入
の

歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産

群
」と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
、
国
民
文
化
祭
の

開
催
期
に
合
わ
せ
、
第
一
の
ス
ト

ー
リ
ー
に
関
連
し
た
遺
産
を
も
つ

十
自
治
体
が
、
伊
豆
の
国
市
に
集

結
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
十
の
自
治

体
は
、
江
川
邸
で『
近
代
化
産
業
遺

産
群
サ
ミ
ッ
ト
』を
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
遺
産
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
韮
山
時
代
劇
場
で
開

催
し
た『
近
代
化
産
業
遺
産
群
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
』で
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
連
携
し
て
、
情
報
発
信

や
人
的
・
物
的
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
遺
産
を
世
に
広
め
、
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
振
興
に
い
か
し
て

い
こ
う
と
い
う『
近
代
化
産
業
遺
産

群
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
』を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
ス
タ
ー
ト
に
今
後
連

携
し
て
い
く
十
自
治
体
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
企
画
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
３

平成２１年１１月１日

江川邸・表門にて

江川邸・書院にてサミット宣言

韮山反射炉にて

近代化産業遺産群サミット宣言
日本の近代化は、海防を考えることから始まりました。
それにまつわる様々

さまざま

な遺産は、激動の時代を乗り切って
きた我々、日本人の知恵と創造の産物です。これら先人
の知の遺産を活かし、人々に伝えていくことは、私たち
の責務であると考えます。そこで、これを世に広め、ま
ちづくりや地域振興に活

い

かしていくために、次のことを
宣言します。

一、近代化産業遺産やこれらにまつわる歴史をもつ自治
体同士が、連携し、情報を発信していきます。

一、近代化産業遺産やこれらにまつわる歴史をもつ自治
体同士が、連携し、人的・物的交流を深め、遺産を守
り活用した新たなまちづくり・地域振興を行います。

平成２１年１１月１日
近代化産業遺産群サミット開催地代表

伊豆の国市長　望月良和

『
近



分
別
し
て
入
れ
る

投
入
で
き
る
も
の
と
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が
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ま
す
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小
さ
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、
短
く
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ほ
ぐ
し
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入
れ
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か
く
は
ん
羽
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等
巻
き

付
き
防
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に
な
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ま
す
。

よ
く
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い

規
定
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こ
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る
と
、
分
解
不

良
を
起
こ
し
に
お
い
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

に
お
い
の
強
い
も
の
は

量
を
減
ら
す

魚
や
イ
カ
の
あ
ら
、

か
ん
き
つ
類
、
水
分

の
多
い
も
の
な
ど
、

入
れ
す
ぎ
る
と
に
お

い
が
強
く
な
る
も
は

投
入
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

＊
コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
の
場
合
も
、

よ
く
水
切
り
し
、
に
お
い
の
強
い

も
の
は
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
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「家庭菜園等」と｢その他（畑、
田、植木の肥料にする）」を合
わせた７８．６％が再資源化を
図っています（対象２０１件）。

再購入を希望する中で、
３８．５％が補助が無くても購
入したい、６１．５％が補助が
あれば購入したいという回答
がありました。

【機械式】

●生ごみのにおいや量が減るので､ごみ出しが苦になら
ない。
●生ごみが激減した。特に夏はにおいが気になり悩みの
種だったが、それも解消された。しかも肥料としてリ
サイクルできるなんていいことずくめ｡
●夏はコバエが出ず､衛生的。
●生ごみの量が減り､電気代もそれほどでなく助かる。
●ごみの量が減るので、ごみ出しが１～２週間に１回に
なった。

【コンポスト】

●夏場は生ごみが出る度に捨てられて重宝。コンポスト
を２個使い､腐った方から肥料として利用している。
●生ごみをそのまま埋めて、その上に花を植えている。
●台所の生ごみを夕方まとめてコンポ
ストに入れるので衛生的。
●虫がわかないので便利。
●魚類など､燃やせるごみの日を待たず
にすぐ捨てられて良い。

広報いずのくに平成１９年８月１日号の生ごみ減量大作戦では、燃やせ

るごみ袋の中身の約４２％が水分で、そのほとんどが料理くずや残飯など

の厨芥
ちゅうかい

類であることをお知らせしました。

生ごみ処理機器を使用することで、ごみの減量や減量した処理物は有機

物肥料として再利用できますが、機器の購入は、販売店の説明をよく聞き、

ご自分の家庭で長く使えるもの（家庭に合ったもの）を購入しましょう。

今後もごみの減量にご協力ください。

機械式生ごみ処理機が全体
の約９割を占めました｡悪臭が
ない、虫の心配がないといっ
た衛生面が機械式を選んだ理
由でした。

Ａ機械式 Ｂコンポスト
１６９件 ２０件
８９．４％ １０．６％

「燃やせるごみの量が減っ
た」「家庭菜園や花壇つくりを
始めた」など、「機器を利用し
てから意識が変わった」が
８１％を占めました。

Ａはい Ｂいいえ Cどちらともいえない D未回答
１５３件 ４件 ３１件 １件
８１．０％ ２．１％ １６．４％ ０．５％

Ａ燃やせるごみ Ｂ家庭菜園等 Cその他 D未回答 Ａ、Ｂの重複
４２件 １４６件 １２件 １件 １２件
２０．９％ ７２．６％ ６．０％ ０．５％ －

Ａはい Ｂいいえ Cどちらともいえない D未回答
１５６件 ８件 ２２件 ３件
８２．５％ ４．２％ １１．７％ １．６％

「生ごみはほとんど毎日出るので、その日のうちに処理する」が６３％と過半数
を占めました｡ 特に、機械式を購入した人は「台所に設置でき、手軽に利用でき
る」「電気使用料の安い深夜料金の時間帯に、生ごみを処理している」という回答
が多くありました。

Ａ毎日 Ｂ週に１回 C多い時だけ D夏場だけ Ｅ冬場だけＦ利用してない Ｇ未回答
１１９件 ２８件 ２６件 ６件 ３件 ５件 ２件
６３．０％ １４．８％ １３．７％ ３．２％ １．６％ ２．６％ １．１％

生ごみ処理機器を勧める理
由、勧めない理由を紹介しま
す。使い方次第では、勧める
理由、勧めない理由が同様の
意見もありました。

Ａはい Ｂいいえ Cどちらともいえない D未回答
１０６件 ９件 ７１件 ３件
５６．１％ ４．７％ ３７．６％ １．６％

「はい」を選んだ理由 「いいえ」を選んだ理由

【機械式】

●処理にかかる振動と臭いが気にな
る。処理時間がかかる。
●処理できた生ごみを家庭菜園の肥料
にしているが、電気料の方が高いので勧められない。
●買ってひと月くらいは使ったが､水分の多いものは処
理に時間ばかりかかって電気代が心配なので、そのま
ましまってある。
●処理された生ごみから肥料はたくさんできないので、
家庭菜園用の肥料として充分でない。

【コンポスト】

●しばらく使用したが､どうしても虫がつくのが嫌だ。

【機械式】

●投入できる量や生ごみの質を限定されてしまう。
●思ったより電気代がかかる気がする。
●魚肉の骨､湿った茶葉など水っぽいものはだめ、大き
なものは刻んでなど無駄が多い。処理時間もかかる。
とうもろこしやたまねぎの皮はそのまま残った。

「どちらともいえない」を選んだ理由

一二三四五
チョコっと

家
庭
用
生
ご
み

処
理
機（
機
械
式
）

の
上
手
な
使
い
方

問合せ　クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５



　  1月9日（土） 
チケット発売開始！ 
　  1月9日（土） 
チケット発売開始！ 

　  1月9日（土） 
チケット発売開始！ 
　  1月9日（土） 
チケット発売開始！ 
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劇団ポプラによるファミリー劇
場。ぜひ家族でお越しください。

と　き　

午前の部　開場１０：００開演１０：３０
午後の部　開場１３：３０開演１４：００　

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット 一般１，０００円　中学生以下５００円　＊全席指定

＊発売日の翌日から韮山時代

劇場でチケットの電話予約

を受け付けます。＊市役所

でのチケット販売は、１月

１８日（月）から。

問合せ 韮山時代劇場　
電話０５５‐９４９‐８６００

入場無料

誰でも気軽に楽しむことができるクラシックコンサー
ト。今回は、小太鼓、大太鼓、ティンパニー、木琴、鉄
琴などの打楽器のみで編成された合奏形態「パーカッシ
ョン･アンサンブル（打楽器演奏）」をお楽しみください。

と　き　

開場１３：３０開演１４：００
ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット 一般１，０００円　高校生以下５００円

＊全席自由

出　演　パーカッションアンサンブル静岡
演　目　アイネクライネナハトムジーク、トッカータと

フーガ、仮面　ほか
＊曲目は変更になる場合があります。

三味線プレイヤー 上妻宏光と、ピアニスト 塩谷哲の
コラボレーションが実現！

と　き　

開場１５：３０開演１６：００
ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット Ｓ席４，０００円　Ａ席３，０００円　＊全席指定
＊未就学児は入場できません。

問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

と　き　１月２４日（日）開場１３：００開演１３：３０
ところ　韮山時代劇場映像ホール
出　演　さいとうみき
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

～紙芝居日本の新しい文化を今ここに
『静』と『間』癒しの時をあなたへ～

＊発売日の翌日からアクシスかつらぎでチケットの電

話予約を受け付けます。

＊市役所でのチケット販売は、１月１２日（火）から。

＊伊豆箱根鉄道大場駅･三島広小路駅･修善寺駅では販

売しませんのでご注意ください。

問合せ アクシスかつらぎ
電話０５５‐９４８‐０２２５

＊先月号で「電話予
約はアクシスかつら
ぎで受け付け」と掲
載しましたが、韮山
時代劇場の間違いで
した。訂正し、お詫
びいたします。

＊市民カレンダー１月１６日（土）に掲載のアクシス
の夕べは中止となりました。

全国高校生パンコンテストや全国有名パンの販売、
そして、新たにパン祖江川坦庵の足跡をたどる歴史バ
スを運行します。パワーアップしたパン祖のパン祭を
お楽しみに！詳細は来月号で発表します。

と　き

ところ アクシスかつらぎ ほか
内　容 全国有名パン販売

全国高校生パンコンテスト
パン祖を訪ねる歴史めぐりバス　
＊そのほか楽しいイベント多数。

２０１０．１．１いずのくに 14

会場に入ると華
やかなまゆ玉飾り
の空間が広がりま
す。ぜひお越しく
ださい。また、ま
ゆ玉体験コーナー

（材料費６００円）では、自分だけの飾り玉が作れ
ます。豊年豊作、商売繁盛、家内安全、厄除け、
いろいろな願いを込めて作ってみませんか。

と　き

１０：００～１６：００（最終入場）
ところ 伊豆長岡温泉「福狸亭小川家」特設会場
入場料 無料

問合せ　伊豆の国市観光協会　電話０５５‐９４８‐０３０４

第４回

鵺ばらい祭第４５回まゆ玉の里

ここに、いつまでも「輝いて」生きるためのヒントがあ
ります。ぜひ、ご参加ください。この事業は、静岡県男
女共同参画室と伊豆の国市の共催事業です。

と　き／

ところ／韮山時代劇場
対　象／５０歳以上の女性（２回とも出席できる人）
定　員／４０人（先着順） 参加費／無料
申込み／１月４日（月）から受け付け開始。下記へ電話で

申し込み。
問合せ／企画課　電話０５５‐９４８‐１４１３

家族のあり方や自分らしく生きるということにつ
いて考える中で、最期まで自分らしく生きるコツを
伝授します。

第１回　講師：井上治代さん

第２回　講師：佐藤厚子さん

東洋大学ライフデザイン学部准教授、市民団体エン
ディングセンター理事長。「最期まで自分らしく」
「新･遺言ノート」「子の世話にならずに死にたい、
変貌する親子関係」「墓と家族の変容」など著書多数。

ひかり整体院院長。高校教員として部
活指導を行う中、一人の女性整体師と
の出会いを通じて、４０歳のとき整体
師への転身を決意。２００６年、静岡市
の流通センター通りに整体院を開業。

いつまでも美しく生きるために、自分でも簡単に
できる美容整体に挑戦します。

あざれあ地域カレッジ
IN伊豆の国



２０１０．１．１いずのくに（カレンダー）

市民：市民サービス課（伊豆長岡庁舎）

電話０５５‐９４８‐２９０１

環政：環境政策課　　　電話０５５‐９４９‐６８０４

クリ：クリーン課　　　電話０５５‐９４９‐６８０５

観商：観光商工課　　　電話０５５‐９４８‐１４８０

文振：文化振興課　　　電話０５５‐９４８‐０２２５

福祉：福祉課　　　　　電話０５５８‐７６‐８００６

農振：農業振興課　　　電話０５５‐９４８‐１４８１

安対：安全対策課　　　電話０５５‐９４８‐１４１２

社教：社会教育課　　　電話０５５‐９４８‐１４６１

社協：社会福祉協議会　電話０５５‐９４９‐５８１８

＊健診や予防接種などの問い合わせは

健づ：健康づくり課　　電話０５５８‐７６‐８０１２

診療時間は9:00～17:00
必ず病院に直接電話するか田方医師会のホー
ムページ（http://www.tagata-ishikai.jp/）、
または田方北消防署（電話０５５‐９７８‐０１１９）、
田方中消防署（電話０５５８‐７６‐０１１９）で確認を。

【納期限１月３１日（日）】
■上下水道料金（墹之上、天野、小坂、戸沢、
江間、富士見、長瀬、花坂、韮山北部地区、
大仁地区）

【納期限２月１日（月）】
■市県民税第4期分■介護保険料第5期分
■国民健康保険税第5期分
■後期高齢者医療保険料第6期分

２０１０．１．１いずのくに（カレンダー）

七草

元日

11//11 金金

2 土

4 月

小寒

5
火

6 水

7 木

8 金

9 土

1100日日

成人の日
鏡開き

1111月月

33 日日

■元旦マラソン＆ウォーキング大会（韮山時
代劇場9:30～／社教）
●韮山温泉館休館（3日まで）
●長岡斎場休業（3日まで）

●韮山いちご狩り･伊豆長岡いちご狩りオー
プン（5月6日まで／観商）

●市役所仕事始め

●小･中学校3学期始業式
◆3歳児健診（韮保セ）

●市立幼稚園3学期始業式●サポートセンタ
ー『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00～16:00／
福祉）●窓口延長（各庁舎市民サービス課他
19:00まで／市民）◆育児相談（要予約）･一般
健康相談（韮保セ9:30～11:30）

■狩野川クラシックコンサートチケット発
売開始（文振）

●成人式（アクシスかつらぎ10:00～／社教）
●消防団出初式（長岡体育館13:00～／安対）

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など　　　　は図書館休館日

長保セ：長岡保健センター、韮保セ：韮山保健センター、大保セ：大仁保健センター

23土

2244日日

25月

26火

27水

28木

29金

30土

3311日日

2/1月

2 火

12火

13水

14木

15金

16土

冬土用入

1177日日

18月

19火

大寒

20水

21木

22金

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）
◆フッ素塗布（大保セ）

●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）●窓口延長（各庁舎市
民サービス課他19:00まで／市民）

■ファミリー劇場「ピーターパンとウェンデ
ィ」チケット発売開始（文振）
■いちごまつり（ＪＡグリーンプラザ伊豆の
国9:30～13:30／農振）

●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／
クリ）

◆1歳6カ月児健診（韮保セ）

●人権相談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）
●行政相談（伊豆長岡庁舎13:30～15:30／市
民）

●飼い主のいない犬･猫の引き取り（韮山庁舎9:10
～9:30／環政）●サポートセンター『ぷちゆめワ
ーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）●窓口延長（各
庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）◆育児
相談（要予約）･一般健康相談（大保セ9:30～11:30）

◆フッ素塗布（韮保セ）

■新春伊豆の国寄席（アクシスかつらぎ
14:00～／文振）■あなたのステージVol.70
（韮山時代劇場13:30～／文振）

■まゆ玉の里（3月10日まで、福狸亭小川家
10:00～16:00／観商）●消費者相談（伊豆長
岡庁舎9:00～15:00／観商）

●ウォーキング＆エクササイズ教室（韮保セ
9:15～11:30／健づ＊要申込み）◆フッ素塗布
（長保セ）

■鵺ばらい祭（湯らっくす公園16:30～、ア
クシスかつらぎ17:30～／観商）
●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）●窓口延長（各庁舎市
民サービス課他19:00まで／市民）

◆育児相談（要予約）･一般健康相談（長保セ
9:30～11:30）

１月のカレンダー

２０１０

1
慈広会記念病院
（長岡／内・リハ／０５５‐９４７‐０５１１）

2
長岡リハビリテーション病院
（長岡／内・神経内・リハ／０５５‐９４８‐０５５５）

3
ＮＴＴ東日本伊豆病院
（函南町／内／０５５‐９７８‐２３２０）

10
函南平出クリニック
（函南町／小児･内／０５５‐９７８‐１３６６）

金

土

日

日

11
伊豆長岡小児クリニック
（中／小児／０５５‐９４９‐１３２１）

月

17
健院伊豆の国
（四日町／内・胃腸・呼吸器・心療内／０５５‐９４９‐８８８０）

日

24

函南平出クリニック
（函南町／小児･内／０５５‐９７８‐１３６６）

日

休日の歯科診療医
１月１日（金）塚本歯科医院

大仁／電話0558-76-1039
１月２日（土）林歯科医院

長岡／電話055-948-3332
１月３日（日）まきの歯科クリニック

田京／電話0558-76-1777

＊診療時間９：００～１３：００。必ず電話でご確認ください。

紀平クリニック
（伊豆市／皮膚・内／０５５８‐７２‐５５２１）

31
リウトピアクリニック
（函南町／リウマチ・リハ・内／０５５‐９７０‐１０００）

日



会員募集！ 
入会金･年会費無料！！ 

相互援助 
のしくみ 
相互援助 
のしくみ まかせて会員 まかせて会員 

おねがい会員 おねがい会員 

アドバイザー アドバイザー 

相互援助 
のしくみ 
相互援助 
のしくみ まかせて会員 まかせて会員 

おねがい会員 おねがい会員 

アドバイザー アドバイザー 

相互援助 
のしくみ 
相互援助 
のしくみ まかせて会員 まかせて会員 

おねがい会員 おねがい会員 

アドバイザー アドバイザー 

相互援助 
のしくみ 
相互援助 
のしくみ まかせて会員 まかせて会員 

おねがい会員 おねがい会員 

アドバイザー アドバイザー 

相互援助 
のしくみ 
相互援助 
のしくみ まかせて会員 まかせて会員 

おねがい会員 おねがい会員 

アドバイザー アドバイザー 

２０１０．１．１いずのくに ２０１０．１．１いずのくに（カレンダー裏・右）

市では、小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする
『地域子育て支援センター』を３カ所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者同士の交

流の場としてもご利用ください。市内に住んでいる、小学校就学前ま
での乳幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用できます。

15

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３

月～金９：００～１１：３０、１３：００～１６：００
（祝日除く）

５日（火）１０：３０～おはなし会
１２日（火）１０：３０～制作（０、１歳児）
１３日（水）１０：３０～制作（２、３歳児）
１５日（金）１０：３０～講演会「この季節
の乳幼児期にかかりやすい病気につ
いて」
１９日（火）１０：３０～リズム遊び
２１日（木）１０：３０～たんじょうび会

（１月生まれの子、要申込み）
２６日（火）大きくなったかな（身体測定）
２９日（金）きれいにしよう＊
●行事の時間はすべて午前中のみ
（身体測定は午後も実施します）
●育児相談はいつでも受けます。

＊「きれいにしよう」の時間は参加人数
によって変わります。
【年末年始の休園日】

１２月２９日（火）～１月３日（日）

（地域子育て支援センターたんぽぽ）

三福２９５‐１ 電話０５５８‐７６‐６００６

月～金９：００～１１：３０、１３：００～１６：００
（祝日除く）

１３日（水）１０：００～作ってみよう
（２、３歳児）

１４日（木）１０：００～作ってみよう
（０、１歳児）

２０日（水）１０：１５～１１：１５
親子体操教室（２、３歳児）

講師：渡辺輝子先生
２１日（木）１０：３０～交通安全教室
２６日（火）１１：００～星のおはなし会
２８日（木）１１：００～リズムで遊ぼう！
●行事の時間はすべて午前中のみ。
●育児相談はいつでも受けます。
【年末年始の休園日】

１２月２９日（火）～１月３日（日）

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

１３日（水）１０：００～おもちゃを作って
あそぼう（要予約）

●天気の良い日は園庭で絵本や紙芝
居の読み聞かせをしています。
●子育ての悩み相談に専門の保育士
が応じます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

【年末年始の休園日】

１２月２９日（火）～１月４日（月）
詳しくは各園までお問い合わせください。
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地球の平均気温の上昇は、
２０世紀の１００年間で０．７４度
（日本は１度）といわれていま
す。では、静岡県はどうでし
ょう。当年と前後各２年の５
年間を平均した数値（５年移動
平均）を比較すると、１９４２年
の平均気温は１５．４度、２００６
年は１６．９度で５５年間で１．５
度も上昇しています。また、
最高気温と最低気温の１９４２年
と２００４年の５年移動平均を見
ると、最高気温が０．７度、最
低気温が１．９度上昇しており、
最低気温の上昇が著しいこと
がわかります。

会員条件／市内に住所がある人
申込み方法／会員申込書に必要事項を記入し、顔写真、
保険証の写しを添付して、ファミリーサポートセンター
に提出。会員申込書は、ファミリーサポートセンター、
こども育成課、地域子育て支援センターすみれ･たんぽぽ
にあります。
＊まかせて会員の登録には、センターが開催する講習会
の受講が必要です。＊安心して活動できるように保険に
加入（個人負担なし）します。

問合せ･申込み

ファミリーサポートセンター
（ひまわり保育園大仁分園内）

受付時間／月～金曜日８：３０～１７：１５
〒４１０‐２３２３ 大仁２２９‐１
電話０５５８‐７６‐１１７３ ＦＡＸ０５５８‐７６‐５３４０

活動日 活動時間 円／時間

平日
７：００～１９：００

上記以外

土･日･祝日 終日

平成２２年度から「ファミリーサポートセンター」を
ひまわり保育園大仁分園内に開設します。
センターでは、「おねがい会員」「まかせて会員」を募

集します。

「子育てを応援したい人」と「子育てを応援
してほしい人」が会員になり、助けたり、助
けられたりして、子育ての援助活動を行う
ネットワークです。仕事や家事と育児の両
立を支援し、地域社会全体で、安心してゆ
とりのある子育てができる環境づくりを目
指します。

●保育所、幼稚園の送り迎え
●保育所、幼稚園の開始前、終了後の子どもの預かり
●学校の放課後や放課後児童クラブの終了後の子どもの
預かり
●子どもが軽い病気のときなどの子どもの預かり
●急な用事の際（通院、見舞い、参観日等）の子どもの預
かり
●その他、まかせて会員の了解を得られる範囲内での援助

＊育児に必要なものは、おねがい会員が用意。食事や
おやつの提供時は、おねがい会員が実費を負担。

援助を必要とする０歳～小
学生までの子どもがいる人
育児の援助を行いたい人

＊両方の会員として、登録することもでき
ます。

相互援助 
のしくみ 
相互援助 
のしくみ まかせて会員 まかせて会員 

おねがい会員 おねがい会員 

アドバイザー アドバイザー 



川
家
に
伝
わ
る
古
文
書
や
書
画
な

ど
数
万
点
に
お
よ
ぶ
資
料
の
全
容

を
解
明
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年
度
に
開

始
さ
れ
た
『
江
川
文
庫
総
合
調
査
』
は
、

五
年
間
に
わ
た
る
第
一
次
調
査
を
経
て
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、
第
二
次

調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
調
査
で
は
、
江
川
家
に
関
わ
る

手
紙
が
数
多
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
中
か
ら
、
江
川
坦
庵
が
妹
に
宛
て

て
出
し
た
一
通
の

手
紙
を
紹
介
し
ま

す
。日

付
は
五
月
二

十
九
日
、
年
代
は

記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
内
容
か
ら

す
る
と
、
嘉
永
年

間（
一
八
四
八
〜
五

三
）頃
の
も
の
で
し

ょ
う
か
。
宛
名
の

「
梼と
う

シ
院い
ん

」
は
英
龍

の
妹
の
一
人
で
俗

名
を
多
以
た
　
い

と
い
い
、
一
時
期
江
戸
城
大
奥

に
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
人
物
で
す
。
差
出

人
は「
兄
」と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
坦
庵

の
こ
と
で
す
。

色
々
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
息
子
（
保
之
や
す
の

丞
じ
ょ
う
・
英
敏
ひ
で
と
し

）に
触
れ
た
部
分
で
す
。

（
上
の
写
真
※→

よ
り
）

「
保
之
丞
の
こ
と
で
す
が
、
日
々
稽
古
け
い
こ

に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。
本
も
省
三
に
習
っ

て
、
そ
れ
か
ら
百
回
は
読
ま
せ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
復
習
も
毎
日
さ
せ
て
い
て
、

始
終
お
越
が
付
き
添
っ
て
い
る
の
で
、
ご

心
配
な
さ
ら
ぬ
よ
う
に
」

「
省
三
」
は
、
江
川
家
お
抱
え
の
儒
学

者
大
石
省
三
、「
お
越
」は
坦
庵
の
正
室
で

す
。
こ
の
記
述
か
ら
、
保
之
丞
少
年
が
剣

術
や
砲
術
の
稽
古
と
と
も
に
、
素
読
や
復

習
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
江
川
家

が
、
子
弟
の
教
育
に
関

し
て
非
常
に
熱
心
で
あ

っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
が
、
少
年
に
と

っ
て
は
、
少
々
窮
屈
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し

か
し
、
こ
う
し
た

教
育
に
よ
っ
て
、
保
之

丞
少
年
は
優
秀
な
青
年

へ
と
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
は
、
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
に
坦
庵

が
急
逝
し
た
後
、
父
の
跡
を
継
い
で
韮
山

代
官
と
な
り
、
反
射
炉
の
完
成
や
芝
新
銭

座
大
小
砲
習
練
場
の
運
営
な
ど
、
重
要
な

仕
事
を
立
派
に
こ
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
り
ま
す
。

手
紙
か
ら
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
様
子

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
今

後
、
江
川
文
庫
総
合
調
査
が
進
み
、
こ
う

し
た
資
料
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

文
化
協
会
・
美
術
部
主
催
の
第
三
回
美
術
展
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開催
第３回美術展

問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１
文化協会美術部（朝倉） 電話０５５‐９４９‐１２６６

江川坦庵の手紙

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５６

江

と
　
き

二
月
十
二
日（
金
）
十
三
時
〜
十
七
時

二
月
十
三
日（
土
）
九
時
〜
十
七
時

二
月
十
四
日（
日
）
九
時
〜
十
六
時

と
こ
ろ

あ
や
め
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

出
展
品

書
道
、
絵
画
、
水
墨
画
、

墨
絵
、
絵
手
紙
、
写
真

な
ど

江川英龍書状（江川家蔵）

※→

スタッフより

２０１０．１．１いずのくに ２０１０．１．１いずのくに

「イラスト図解

モノの呼び名事典」

ＧＲＯＵＰ２１（編）／日東書院

スプーンの「腹」って
どこ？誰でも知って

いるモノの名前から、こんなモノに
も名前があったのかと思うパーツの
名前まで、さまざまなモノの呼び名
を紹介。英文対訳付き。 【長岡】

＊【 】内は所蔵館名

中央図書館…１月９日（土）１１：００～
長岡図書館…１月２１日（木）１４：３０～
韮山図書館…１月９日（土）･２３日（土）

１４：００～
対象／赤ちゃん～小学校低学年くら
いまで（申し込み不要）。

16

問合せ

「午前零時の

サンドリヨン」

相沢沙呼（著）／東京創元社

僕が一目惚れしたク
ラスメイトは、凄

すご

腕
の女子高生マジシャンだった。学校
で起こる不思議な事件を鮮やかに解
決するのに、なぜか人間関係に憶病
な彼女。本当の君は一体…？【中央】

「めのと」

植松三十里（著）

講談社

織田信長の妹･お市の
方と浅井長政の娘･

茶々。小谷城落城から大坂城炎上ま
で、茶々を守り抜いた乳母が見つめ
た戦国の世。

【韮山】

「今年もよろしくお願いしま
す。」毎年、１月の中旬頃まで
は、図書館のカウンターで新年
のごあいさつをいただきます。
顔なじみの人と交わす季節のあ
いさつは、お互い自然と笑顔に
なります。（図書館司書　新生）

おはなし会

17

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
＊国民の祝日･年末年始などは３館
共通の休館日です。各館の休館日
は、月のカレンダー、図書館ホー
ムページなどをご覧ください。

何も持たず、何も知らずに育った
浅草の浮浪人･権介。追われる身
となり、維新で混乱する蝦夷地

え ぞ ち

に
渡った彼を待つものとは。激動の
幕末、明治を走り抜けた男を描く
三部作完結。 【中央】

「私の庭　北海無頼篇」
花村萬月（著）／光文社

「おへやだいぼうけん」

ほりかわりまこ（作）

教育画劇

外は雨。でも、くう
そうごっこがだいす

きな なかよしふたりぐみはへっち
ゃらです。ようふくや、レストラン
のシェフ、たんけんか…。さぁ、次
はなにになる？　　　　　　【韮山】

お正月の風物詩「箱根駅伝」、各地で開催される市民マラソン。走る姿に
ドラマがある。トレーニング本から小説まで、本の中で走りませんか。

『雑草軍団の箱根駅伝』岡田正裕（著）

襷
たすき

に籠
こ

める絆
きずな

－亜細亜大学代表を箱根駅伝優勝に導いた
監督が振り返る競技人生。【中央】

『風が強く吹いている』三浦しをん（著）

素人を率いて優勝を目指す？！青春スポーツ小説。【長岡】
『ＲＵＮ！ＲＵＮ！ＲＵＮ！』桂望実（著）

傲慢
ごうまん

な天才ランナーが見つけた絆。【中央･長岡】
『チーム』堂場瞬一（著）

学連選抜メンバーの苦闘と激走。【韮山】

『楽しくマラソンが走れる本！』川越学（著）【韮山】

『金哲彦のランニング・メソッド』金哲彦（著）【長岡】

『市民マラソンの輝き』大島幸夫（著）【韮山】



発
生
原
因
と
防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交
差
点
の
中
で
、
左
右
の
見
通
し
が
良
い
場
所
と
悪

い
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
見
通
し
の
良
い
交
差
点
で
よ

く
出
会
い
頭
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
だ
け
見

え
て
い
る
か
ら
、
相
手
の
自
動
車
が
止
ま
っ
て
く
れ
る
」

と
自
分
を
優
先
し
て
都
合
の
い
い
よ
う
に
判
断
す
る
こ

と
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
頭
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
慣
れ
た
道
ほ
ど

危
険
が
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
常
に
停
止
と
左
右

の
確
認
を
行
う
こ
と
で
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
、「
相
手
に
ゆ
ず
る
気
持
ち
」
を
持
ち
、
ゆ

と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

19 ２０１０．１．１いずのくに ２０１０．１．１いずのくに 18

アルコール少しだけでもいけないよ
アクセル踏んだらもう遅い悪魔笑ういばらの道へ

伊賀
い が

弘惠
ひろ え

（韮山小）
さぁ出発シートベルトはしめたかな

大川
おおかわ

和恵
かず え

（長岡南小）
ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ問合せ　安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

明けましておめでとうございます。皆様には、
輝かしい新年を迎えられたことと心からお慶

よろこ

び
申し上げます。旧年中は、伊豆の国市交通指導

員会活動にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて昨年、市内では高齢者の事故や慣れた道路での出会い頭事

故が目立ったように思います。運転者はもちろん、すべての人が
交通安全を意識し、不注意による交通事故を無くすよう家族で話
し合っていただきたいと思います。また、夜間散歩などで外出す
るときは、自分の存在を運転者に知らせるため、反射材等の着用
をお願いします。私たち交通指導員も、地域の交通安全リーダー
としての自覚と信念を持って、安全で安心なまちを目指して今年
も活動をしていきたいと考えています。
結びにあたり、皆様のご健勝とご発展、さらには交通安全をお

祈り申し上げ、新年のあいさつとします。

年頭あいさつ

大
仁
警
察
署
管
内
に
お
け
る
平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら

十
一
月
二
十
四
日
現
在
の
人
身
事
故
件
数
は
、
五
百
七
十
二

件
で
、
そ
の
内
三
十
歳
代
が
起
因
す
る
事
故
は
百
十
三
件
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
起
因
す
る
事
故
が
百
十
一
件
発

生
し
て
お
り
、
三
十
歳
代
と
六
十
五
歳
以
上
の
事
故
が
全
事

故
の
約
四
十
％
と
高
い
事
故
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
事
故
の
中
で
も
特
に
多
い
、
出
会
い
頭
事
故
の

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

第3号

出
会
い
頭
事
故
に
注
意
！

交
通
安
全
協
会
大
仁
地
区
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

■公民館講座

食材をフルに活用して、家計にも地球にも優し
い料理を作ってみませんか？「もったいない」の
ココロを大切にした料理を伝授します。

と　き　

ところ　あやめ会館栄養指導実習室
対　象　一般成人　
定　員　２０人（先着順、市内在住者優先）
講　師　久木野和子さん（栄養士、料理研究家）
参加料　１，０００円程度

（材料費込み、増減する可能性あり）
持ち物　エプロン、ふきん、三角巾
申込み　１月６日（水）～２０日（水）の間に下記へ

電話で申し込み

問合せ･申込み／社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

エコ･クッキングに挑戦！
素材を生かして食卓を豊かに

■公民館講座

伊豆の国市交通指導員会会長　山口直己

スクラップブッキング教室
思い出のアルバム作り

整理できないまま箱
や引出しにしまいっぱ
なしになっている写真
で、あなただけのすて
きなアルバムを作って
みましょう！思い出が
輝きだすテクニックを
教えます。

と　き

ところ　あやめ会館実習室
対　象　一般成人　
定　員　２４人（先着順、市内在住者優先）
講　師　峯知美さん（メモラビリアート講師）
参加料　１，３００円（材料費込み）
持ち物　はさみ、筆記用具、スティックのり（水

のり不可）、写真３～５枚（同じシーンの
もの）

申込み　１月６日（水）～２月１０日（水）の間に下
記へ電話で申し込み

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
⑲

さ
お
だ
け
屋
に
ご
用
心

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

独
特
の
売
り
口
上
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
な
が
ら
、
軽
自
動

車
を
ゆ
っ
く
り
と
走
ら
せ
る
、
昔
な
が
ら
の
『
さ
お
だ
け
屋
』。

し
か
し
、
中
に
は
悪
質
な
業
者
も
存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、
消

費
者
に
購
入
す
る
意
思
が
な
い
の
に
高
額
な
さ
お
だ
け
を
買
う

よ
う
に
強
要
す
る
も
の
、
今
使
っ
て
い
る
さ
お
だ
け
を
「
こ
ん

な
も
の
は
使
え
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
破
壊
し
、
新
た
な
さ
お

だ
け
を
購
入
さ
せ
る
も
の
な
ど
で
す
。
ひ
ど
い
事
案
で
は
、
さ

お
だ
け
の
代
金
を
支
払
わ
せ
る
た
め
に
、
消
費
者
が
金
融
機
関

ま
で
連
れ
て
行
か
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
悪
質
業
者
は
領
収
書
等
も
渡
さ
ず
、
後
日
、
業
者

の
特
定
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

購
入
の
際
に
は
、
悪
質
な『
さ
お
だ
け
屋
』に
ご
用
心
！

消費者相談　毎月第２・４月曜日９：００～１５：００伊豆長岡庁舎市民相談室 問合せ観光商工課 電話０５５‐９４８‐１４８０
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不法投棄はさせない、されない、許さない！

市の代表として健闘した選手・スタッフの皆さん

両
市
の
音
頭
で
交
流
を

市
民
団
が
長
岡
京
市
訪
問

京
の
都
が
紅
葉
に
染
ま
る
こ
ろ
、
伊
豆

の
国
市
友
好
都
市
交
流
協
会
（
江
間
章
会

長
）
の
市
民
団
四
十
七
人
が
、
姉
妹
都
市

の
京
都
府
長
岡
京
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

例
年
は
、
十
一
月
上
旬
の
長
岡
京
ガ
ラ
シ

ャ
祭
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
た
市
民

団
で
し
た
が
、
昨
年
は
国
民
文
化
祭
の
開

催
と
時
期
が
重
な
っ
た
た
め
、
少
し
遅
れ

て
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
団
は
、
東
福
寺
や
光
明
寺
、
大
山

崎
山
荘
な
ど
京
都
の
紅
葉
の
名
所
を
巡

り
、
夜
は
、
長
岡
京
市
長
や
議
長
、
長
岡

京
市
友
好
交
流
協
会
の
メ
ン
バ
ー
三
十
五

人
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、

伊
豆
の
国
市
の
『
あ
や
め
音
頭
』
と
、
長

岡
京
市
の
『
長
岡
京
音
頭
』
を
お
互
い
に

披
露
し
、
踊
り
を
教
え
合
う
な
ど
、
会
員

同
士
の
交
流
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

両市の音頭も披露され、盛り上がった交流会

第
十
回
記
念
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
が
静
岡
市
で
開
か
れ
、
県
内
三

十
七
市
町
か
ら
四
十
一
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
県
庁
本
館
前
〜
県

営
草
薙
陸
上
競
技
場
ま
で
の
十
一
区
間
四

十
二
・
一
九
五
�n
を
、
郷
土
の
誇
り
と
期

待
を
背
負
い
、タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

去
年
七
月
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積
み
重

ね
、
大
会
に
臨
ん
だ
伊
豆
の
国
市
チ
ー
ム

の
成
績
は
、
二
時
間
二
十
五
分
三
十
一
秒

で
、
市
の
部
十
八
位
で
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
静
岡
市
葵
区
大
岩
町
の

皆
さ
ん
が
、
地
区
を
あ
げ
て
伊
豆
の
国
市

チ
ー
ム
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
の
代
表
と
し
て
健
闘
し
た

選
手
や
ス
タ
ッ
フ
ら
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

十
二
月
に
、
市
内
の
『
不
法
投
棄
防
止

統
一
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
や
未
然

防
止
等
を
図
る
た
め
、
年
二
回
、
県
内
一

斉
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ご
み
の
分
別
収
集
や
環
境
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
が
減
る
一
方
で
、
不
法
投
棄
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
一
部
の
心
無
い
人
た
ち
の
不

法
投
棄
の
た
め
に
、
ま
ち
の
美
観
が
損
な

わ
れ
快
適
な
生
活
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
し

ま
う
の
は
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

不
法
投
棄
の
撲
滅
の
た
め
の
監
視
に
、

皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
同
時
に
、
日
ご
ろ
か
ら
身
近
な
環
境
を

清
潔
に
保
ち
、
ご
み
を
捨
て
ら
れ
な
い
環

境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
闘
！
市
の
部
十
八
位

静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

12／3

思
い
出
を
埋
め
込
ん
で

新
・
皆
沢
橋
に
絵
と
プ
レ
ー
ト
設
置 橋りょう表面に絵を描く長岡南小２年生たち

全国・東海大会出場を決めた選手の皆さん

地
域
が
育
て
る
青
少
年

青
少
年
健
全
育
成
大
会

古澤会長から表彰を受ける功労者（写真上）
『わたしの主張』を発表する児童代表者（写真右）

十
一
月
の
県
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
に
あ
わ
せ
、『
平
成
二
十
一
年
度
伊
豆

の
国
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
〜
わ
た
し

の
主
張
発
表
大
会
〜
』
を
韮
山
時
代
劇
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、
関
係
団
体
や

市
民
ら
約
四
百
人
。
市
青
少
年
育
成
会
の

古
澤
ふ
る
さ
わ

四
郎
し
ろ
う

会
長
は
「
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
の
楽
し
い
生
活
を
支
え
て
い
る
地
域
の

大
人
た
ち
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

の
表
彰
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
代
表
者
十
人
に
よ
る
『
わ
た
し
の
主
張

発
表
』、
市
内
三
中
学
校
の
合
唱
・
吹
奏

楽
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

11／14

韮
山
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
と
大
仁

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
選
手
が
、
県

大
会
の
入
賞
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
十
月
開
催
の
東
海
小
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
県
予
選
で
は
、
鈴
木
み
ず
き
さ

ん
・
梅
原

う
め
ば
ら

奈
央

な
　
お

さ
ん
ペ
ア
が
優
勝
、
矢や

田た

一
馬
か
ず
ま

く
ん
・
室
伏
む
ろ
ふ
し

宏
紀
ひ
ろ
き

く
ん
ペ
ア
と
木
田
き
　
だ

美
玖
み
　
く

さ
ん
・
相
原
あ
い
は
ら

朋
美
と
も
み

さ
ん
ペ
ア
が
二

位
、
本
多
ほ
ん
だ

優
花
ゆ
　
か

さ
ん
・
遠
藤
え
ん
ど
う

紀
香
の
り
か

さ
ん
ペ

ア
が
三
位
に
入
り
、
十
二
月
開
催
の
東
海

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
の
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
県
予
選
五
年
生
の
部
で
は
、
鈴
木

さ
ん
・
望
月
も
ち
づ
き

結
佳
ゆ
　
か

さ
ん
ペ
ア
が
三
位
に
入

り
、
三
月
二
十
九
日
に
千
葉
県
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
活
躍
ぶ
り
に
市
長
は
「
い
つ

も
上
位
で
す
ご
い
」
と
驚
き
つ
つ
、
全

国
・
東
海
大
会
出
場
を
激
励
し
ま
し
た
。

11／18
昨
年
か
ら
掛
け
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ

て
き
た
皆
沢
橋
（
長
岡
）
の
完
成
を
前
に
、

長
岡
南
小
二
年
生
三
十
二
人
が
、
橋
り
ょ

う
表
面
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
六
年

生
も
記
念
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
レ
ー
ト
を

制
作
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま
る
と
き

に
発
生
す
る
熱
で
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
を

温
め
て
食
べ
ま
し
た
。

十
一
月
十
八
日
の
『
土
木

ど
ぼ
く

の
日
』に
合

わ
せ
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も

た
ち
に
橋
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
県
沼
津
土
木
事
務
所
が
企
画
し
ま
し

た
。
橋
の
完
成
後
に
は
、
二
年
生
の
絵
は

道
路
舗
装
の
下
に
埋
ま
り
、
六
年
生
の
プ

レ
ー
ト
は
橋
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
、
思

い
出
と
し
て
残
り
ま
す
。な
お
皆
沢
橋
は
、

十
二
月
十
七
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

全
国
、
東
海
大
会
へ

韮
山
・
大
仁
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

11／18

県
三
位
で
東
海
へ

韮
山
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ｕ
‐
10

十
一
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
小
笠

山
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
『
し
ん

き
ん
カ
ッ
プ
第
二
十
四
回
静
岡
県
キ
ッ
ズ

Ｕ
‐
10
八
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会
』に
お
い
て
、

伊
豆
地
区
を
代
表
し
て
県
大
会
へ
出
場
し

た
韮
山
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）
が
、
予
選
リ
ー
グ
を
一
位
通

過
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
見
事
三
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
月
十

六
日（
土
）・
十
七
日（
日
）に
岐
阜
県
関
市

で
開
催
さ
れ
る
『
Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
１
０
小
学
生
八
人
制
サ
ッ
カ

ー
IN
東
海
』
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

東海大会に出場する韮山少年サッカーＵ‐１０のメンバー

11／21
～／22

11／28

不
法
投
棄
は
犯
罪

さ
せ
な
い
、さ
れ
な
い
、許
さ
な
い

PICK-
UP!

も
し
も
地
震
が
…

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
広
報
絵
本
を
発
刊

一
昨
年
の
広
報
い
ず
の
く
に
十
二
月
号

（
83
号
）に
掲
載
さ
れ
た
特
集
記
事
が
、
沼

津
市
の
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

『
Ｎ
Ｖ
Ｎ
』（
稲
木
寛
男

い
な
ぎ
ひ
ろ
お

理
事
長
）
の
企
画
・

発
行
に
よ
り
、
絵
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
広
報
に
掲
載
し
た
八
ペ
ー
ジ

に
新
し
く
絵
や
文
を
追
加
し
た
十
六
ペ
ー

ジ
の
物
語
で
、
タ
イ
ト
ル
は
『
防
災
広
報

絵
本
〜
も
し
も
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
』。

こ
の
日
、
Ｎ
Ｖ
Ｎ
か
ら
市
に
二
十
冊
の

絵
本
が
寄
贈
さ
れ
、
市
内
小
学
校
や
三
図

書
館
に
貸
し
出
し
用
と
し
て
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
読
み
直
し

て
、
家
族
全
員
で
『
東
海
地
震
』
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

防
災
広
報
絵
本
の
問
合
せ

日
本
沼
津
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

Ｎ
Ｖ
Ｎ

電
話
０
５
５（
９
６
７
）４
５
６
４

絵本を寄贈するＮＶＮ代表者（写真
上）と防災広報絵本（写真右）

11／27



▼
品
評
会
表
彰
式

▼
大
抽
選
会

▼
新
春
も
ち
ま
き

▼
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
絆
き
ず
な

▼
ち
ん
ど
ん
研
究
会

▼
い
ち
ご
販
売

▼
イ
チ
ゴ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

＊
当
日
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
大
仁
庁
舎→

伊
豆
長
岡
庁
舎→

Ｊ
Ａ
江
間
支
店→

韮
山
駅→

会

場
）
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

農
業
振
興
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
１

フラの踊りやタヒチアンの骨盤を
使ったエクササイズは内臓脂肪を燃
やすのにとてもいい運動です。２月
から新しい教室を開講しますので、
まずは体験教室に参加しませんか。
とき／

１月１２日（火）１１：００～１１：４５　
１月１３日（水）１０：００～１０：４５
１月１９日（火）１１：００～１１：４５
１月２０日（水）１０：００～１０：４５
１月２１日（木）１３：３０～１４：１５
１月２３日（土）１３：３０～１４：１５

ところ／長岡温水プール「サンゆう」
対象／どなたでも
定員／各日１５人
参加料／１回５００円（当日徴収）
講師／伊豆スイムサポート
申込み／電話かプールサンゆう窓口
で申し込み
持ち物／パレオまたはスカート（ズ
ボンでなければ可）、汗拭きタオル、
水分、着替え
問合せ／長岡温水プール「サンゆう」

電話０５５‐９４７‐０１７６

「健康増進とアスリートをめざし
て」と題し、教室を開催します。
とき／１月２４日（日）

１０：００～１２：００
ところ／日本大学国際関係学部内
（三島市）
講師／加藤弘一（同大学陸上競技部
助監督）、小泉和弘（同部長距離コー
チ）、ギタウ･ダニエル、ガンドゥ･ベ
ンジャミンなど
対象／小学１年生以上で、健康でジ

２０１０．１．１いずのくに ２０１０．１．１いずのくに23

お・知・ら・せ

22

お・知・ら・せ

十
二
月
号
に
続
き
、
大
規
模
な

災
害
後
に
建
物
の
被
害
を
調
査
す

る
「
建
物
被
害
認
定
調
査
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
害
（
地
震
、
大
雨
・
台
風
な

ど
）
発
生
後
、
被
災
し
た
住
家
の

被
害
の
程
度
（
全
壊
、
半
壊
、
一

部
損
壊
、
床
上
浸
水
な
ど
）
を
認

定
す
る
も
の
で
、
市
の
職
員
等
が

行
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

市
内
の
被
害
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
各

種
法
律
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
認
定
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
た
建
物
に
対
し
て
『
り
災
証

明
書
』
が
発
行
さ
れ
、
各
種
被
災

者
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊
り
災
証
明
書
の
申
請
方
法
に
つ

い
て
は
、
二
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

建
物
被
害
認
定
調
査

膝
ひざ

や腰への負担が少なく筋力アッ
プできます。ぜひご参加ください。
とき／【火曜日コース（全１０回）】
２月９日～４月２０日、１０：００～
１０：４０
【水曜日コース（全１０回）】２月１０
日～４月２１日、１１：００～１１：４０
ところ／長岡温水プール「サンゆう」
対象／おおむね６０歳以上で、膝痛･
腰痛などがあり運動が必要な市民
＊介護認定者は除く　
定員／３０人（先着順） 参加料／無料　
＊以前に同教室に参加したことがあ
る人は、指導料３，０００円が必要。
＊プール使用料の１回３００円は自己
負担。
講師／伊豆スイムサポート
申込み／下記へ電話で申し込み
問合せ／長岡温水プール「サンゆう」

電話０５５‐９４７‐０１７６

初めてでも大丈夫！すぐにできる
ようになります。家族や友達とご参
加ください。
とき／１月２１日～２月２５日、毎週
木曜日（全６回）１９：３０～２１：００
ところ／長岡北小体育館
対象／小学４年生以上（小学生は保
護者同伴） 定員／２０人
指導者／ファミリーバドミントンク
ラブスタッフ　参加料／１，０００円
申込み／１月１５日（金）までに長岡
体育館にある申し込み用紙を提出。
仮申し込みは電話でも可。
問合せ／ファミリーバドミントンク
ラブ　塩谷　電話０９０‐３３８３‐７５３５

ョギングに親しみを持っている人
定員／２００人（先着順）
内容／長距離走についての基本的理
論、実技講習、実践練習など
参加料／無料
申込み／社会教育課にある申込用紙
に記入し、１月１２日（火）までに下
記へ郵送（消印有効）。
問合せ／〒４１１‐８５５５　三島市文教
町２‐３１‐１４５　日本大学国際関係学
部学生課　電話０５５‐９８０‐０８０４

今回は、新型インフルエンザの感
染状況や病態、その対策や予防につ
いて講演を行います。
とき／１月２５日（月）１８：００～
ところ／順天堂大学静岡病院
講師／吉池高志（順天堂大学静岡病院
副院長、皮膚科教授）
演題／新型インフルエンザについて
問合せ／順天堂大学静岡病院

電話０５５‐９４８‐３１１１

ユニットケアの新しい介護技術を
学べます。講義は週３日程度で、演
習、実習を含むプログラムです。
とき／２月１日（月）～４月１６日（金）
ところ／ぶなの森（函南町）
定員／３０人
講師／医師、看護士、社会福祉士、理
学療法士、作業療法士、介護福祉士
申込み／１月２２日（金）までに下記
へ電話で申し込み
受講料／４９，８００円（テキスト代含む）
問合せ／特別養護老人ホーム　ぶな
の森　電話０５５‐９７０‐１１２７

平成２１～２５年までに入居し、所得税の住宅ローン控除の適用
を受けた人について、所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額がある場合、翌年度分の市県民税（所得割）から控除（上限
９７，５００円）されます。この制度の適用を受けるための市への申
告は不要です。

平成１９･２０年に入居し、所得税の住宅ローン控除を受けてい
る人は、市県民税の住宅ローン控除は適用されません。ただし、
所得税においては、各年の控除率を引き下げたうえで、控除期間
を１５年に延長する特例措置が創設されています。

平成１８年までに入居した人で、所得税から控除しきれなかっ
た住宅ローン控除額がある人を対象に実施されている、税源移譲
に伴う市県民税からの住宅ローン控除（経過措置）を受ける場合は、
平成２２年度分以降の市県民税から、市に対する申告は原則とし
て不要となります。地方税法の改正によって、確定申告書の記載
や給与支払報告書（源泉徴収票）の摘要欄に住宅借入金等特別控除

可能額と居住開始年月日などが明記されることで、市が必要な情
報を把握できる仕組みに変更され、申告書の提出が不要となりま
した。ただし、山林所得などを有する場合は、申告書を提出する
ことで控除額が有利になる場合があります。

次のいずれか小さい額が控除されます。
①所得税の住宅ローン控除可能額のう
ち所得税において控除しきれなかっ
た金額
②所得税の課税総所得金額等の額に
５％を乗じた金額（上限９７，５００円）

市県民税住宅借入金等特別税額控除申告書の提出について

課税年度 平成２０～２１年度 平成２２年度以降

居住開始年月日 平成１１～１８年末 平成１１～１８年末 平成２１～２５年末

市への住宅借入金等特別税
額控除申告書の提出

毎年必要 不要原則として不要

平成１１年から平成１８年までに入居した人に対しては、税源移譲に伴う市県民税の
住宅ローン控除が適用されていましたが、地方税法等の改正により、新たに平成２１～
２５年までに入居し、所得税の住宅ローン控除の適用を受けた人について、所得税から
控除しきれなかった額を翌年度分の市県民税から控除する制度が創設されました。

問合せ　市役所税務課　電話０５５‐９４８‐２９１８

■ 平成２１～２５年までに入居した人 ■

■ 平成１１～１８年までに入居した人 ■

■ 平成１９･２０年に入居した人 ■

・平成１９･２０年に入居の場合
・所得税から住宅ローン控除を全額控除
できる場合
・住宅ローン控除を適用しなくても所得
税がかからない場合
・所得の減少や他の控除により翌年度の
市県民税がかからない場合　など

平成２２年から市への申告は不要です！

住民税（所得割）から
控除できる額

市県民税の住宅ローン控除の
対象にならない主な場合

ＪＡ伊豆の国畜産まつ
りも同時開催！

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

販
売
コ
ー
ナ
ー

いちごまつり いちごまつり 
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お・知・ら・せ

とき／１月２４日（日）
１３：３０～１６：３０

ところ／韮山農村環境
改善センター
内容／基調講演「伊豆の国からいの
ちの文化を―食と農の視点から―」
講師：中井和弘氏（農学博士）、交流
タイム（試食会）
定員／１００人　参加料／無料
申込み／１月２２日（金）までに電話、
ＦＡＸ、メールで下記へ申し込み
問合せ／ＮＰＯ法人自然と共生を考え
る会　八木　
電話･ＦＡＸ０５５‐９７３‐０９９１
m_yagijp@yahoo.co.jp

「傾聴」とは、相
手（特に高齢者や
障害者）の話をき
ちんと受けとめて

聴くことです。これから傾聴ボラン
ティアを目指す人、現在の活動に生か
したい人など、ぜひご参加ください。
とき／２月２４日（水）

１０：００～１５：００
ところ／韮山福祉保健センター

定員／４０人（先着順）
内容／午前：講義「よい聴き手になる
ために」、午後：演習「出会いの雰囲
気づくり」「相づち、うなずき」
参加料／無料
申込み／下記へ電話で申し込み
問合せ／市社会福祉協議会　

電話０５５‐９４９‐５８１８

県民の消費生活に関する意見や情
報を、これからの消費者行政に反映
するとともに、適正な食品表示状況
の監視のため、モニター（兼食品表示
ウォッチャー）を募集します。
＜モニター業務＞緊急時の価格調査、
アンケート調査への回答（年数回）、
不当表示に関するちらしの収集など
＜ウォッチャー業務＞店舗に協力を
求めて行う食品表示状況調査（年１０
回）など
定員／１００人　＊謝金あり。
任期／４月１日～平成２３年３月３１日
応募資格／平成２２年４月１日時点で
県内在住の満２０歳以上で、一年間継
続して活動できる人
申込み／１月２９日（金）までに住所、
氏名（ふりがな）、年齢、性別、職業、
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お・知・ら・せ

ＳＫＹ広域圏域内の観光周遊に優待
券をご利用ください。（Ｓ）静岡県東
部、（Ｋ）神奈川県西部、（Ｙ）山梨県
東部地域の３県にまたがる「富士箱
根伊豆交流圏市町村ネットワーク会
議」加盟３８市町村エリアの観光施設
（２６市町村の全６５施設）では、１月
１日から優待利用を開始します。富
士箱根伊豆交流圏づくりホームペー
ジ（http://www.3pref-sky.com/）から優
待券をプリントして、入場券売り場
などの窓口に提示することで、各施
設の入場割引な
どの優待を受け
ることができま
す。施設や優待
内容などの詳し
い情報は、ホー
ムページをご覧
ください。
市内対象施設／韮山反射炉

韮山郷土史料館
＊優待施設には、ＳＫＹ広域圏のロゴ
マークステッカーが掲示してあり
ます。
問合せ／市役所企画課　

電話０５５‐９４８‐１４１３

電話番号、県または官公庁モニター
経験の有無（２００字以内の応募動機）
を明記し、はがき（当日消印有効）、
ＦＡＸ、メールで申し込み
＊採用者への通知は３月上旬の予定。
問合せ／〒４２０‐８６０１静岡市葵区追
手町９‐６　静岡県県民部県民生活室
電話０５４‐２２１‐２１７５
ＦＡＸ０５４‐２２１‐２６４２
shohi@pref.shizuoka.lg.jp

募集期間／３月１８日（木）～３１日
（水）
応募資格／中学校卒業またはこれに
準じる人、高等学校中退者、本校へ
の転学希望者
定員／１，０００人
入学者選抜／書類審査
願書請求／募集要項と入学願書は、
下記窓口で請求するか、郵便（返信用
の角１封筒に住所、氏名を明記し、
２４０円切手を貼ったものを同封し、
「願書配付係」あて）で請求
問合せ／静岡中央高等学校通信制課
程東部キャンパス（三島長陵高校内）
〒４１１‐８５０２三島市文教町１‐３‐９３
電話０５５‐９２８‐５７５７
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弁護士、司法書士、税理士、公認
会計士、不動産鑑定士、社会保険労
務士、土地家屋調査士、弁理士など
が法律、登記、土地価格、境界、税
務、企業会計、労務･年金、特許出願
などの相談に応じます。事前申し込
みは不要です。お気軽にご相談くだ
さい。
とき／２月６日（土）

１０：００～１５：００

申請期間

＊土･日･祝日を除く８：３０～１７：１５、
木曜日は１９：００まで。

問合せ　高齢者支援課

電話０５５８‐７６‐８０１１

そのうち、調査にご協力いただくこ
とになる一定以上の規模で経営する
農林家は、８９８経営体。この内訳
は、農業のみを行う経営体が４３２、
林業のみを行う経営体が２１、農業
と林業を併せて行う経営体が４４５
でした。経営規模別にみると、最も
多いのは０．５～１．０㌶の経営体で
３８３、次いで０．３～０．５㌶の経営体
で３１３でした。この経営体のうち、
皆さんに実際に農産物を販売した農
家は７２７あります。種類別にみる
と、施設野菜を単一経
営している農家が全体
の３７．６％と最も多く、
次いで稲作を単一経営
している農家が全体の
３０．６％で、この２種類

地産地消が叫ばれ、安全で安心
な食べ物が求められるなか、「有機
野菜」「無農薬野菜」などという言葉
もよく耳にします。伊豆の国市で
は、農業を営む人はどのくらいい
るでしょうか？
５年ごとに実施される世界農林

業センサスの最新の結果（２００５年）
では、２，０７１経営体ありました。

が販売農家のほとんどを占めていま
す。農産物を販売しなかった経営体
も２１％ありました。
２月１日は「２０１０年世界農林業

センサス」の実施基準日です。この
調査は、今後の農林業の政策に役立
てるために実施される極めて大切な
調査です。１月中旬から農林業を営
んでいる皆さんのところに調査員が
訪問して、調査票に農林業の経営状
況などの記入をお願いしますので、
ご協力をお願いします。

市内の農家数はどのくらい？

４月１日から、重度の肝臓機
能障害を持っている人が身体障
害者手帳の対象となります。対
象となる障害の程度は、症状が
重症化し、回復が困難な程度の
肝臓機能障害を持つ人です。な
お、手帳の申請には医療機関で
の検査が必要です。
問合せ／市役所福祉課　

電話０５５８‐７６‐８００７

肝臓機能障害による
身体障害者手帳が
交付されます

１月１０日は１１０番の日

平成22年2月1日現在で実施します。 

ＳＫＹロゴマーク

ところ／ブケ東海（沼津市）
問合せ／県弁護士会　

電話０５４‐２５２‐０００８

とき／１月１３日（水）･２０日（水）
１３：００～１５：００

ところ／東海税理士会三島支部税務
指導所（三島市）
＊予約が必要。
問合せ／東海税理士会三島支部　

電話０５５‐９７２‐１６６８

「１１０番」の正しい
利用にご協力をお願いします。
●１１０番は緊急通報専用電話です
●事件事故や不審者情報は、
迷わず素早く１１０番
●警察に関する相談等は、
「＃９１１０」の利用を
問合せ／大仁警察署地域課　

電話０５５８‐７６‐０１１０

（１）いちはやく
（１）いそがず慌てず
（０）れい静に



第16回 わきみずコンサート
すてきな音楽と共にゆったりとし

た時間を過ごしてみませんか。
とき／２月６日（土）１３：００～
ところ／清水町地域交流センター
多目的ホール
内容／文化協会加盟団体による合唱ほか
入場料／無料
問合せ／ＮＰＯ法人清水町文化協会　

電話０５５‐９５７‐２０２０

第7回 かんなみサッカー
ＰＫフェスティバル
参加者を募集します。
とき／１月３１日（日）＊小雨決行
受付８：３０～、競技９：３０～１３：００
ところ／肥田簡易グラウンド
競技部門／①キッズの部②小学１～
２年生の部③小学３～４年生の部・
お母さんの部④小学５～６年生の部
⑥中学生･一般の部　参加料／無料
＊小中学生は保護者の承諾が必要。
チーム編成／原則キーパー含む６人
（５人チーム、男女混合可）
定員／各部門１６チーム（先着順）
申込み／１月１５日（金）までに函南
町中央公民館にある申込用紙を生涯
学習課窓口へ提出
問合せ／ネクストかんなみ鈴木

電話０９０‐４８５９‐８２３７

明治史料館特別展
沼津兵学校のすべて
沼津市にかつて存在した、全国で

も有数の教育機関について深く知
り、沼津市の歴史の新たな一面をの
ぞいてみてはいかがでしょうか。
とき／３月２８日（日）まで
ところ／明治史料館３階展示室
観覧料／大人２００円

小･中学生１００円
＊月曜日（祝･休日は開館）、祝･休日
の翌日、毎月最終平日、年末年始は
休館です。
問合せ／沼津市明治史料館

電話０５５‐９２３‐３３３５

月ヶ瀬梅林梅祭り
天城連山を正面に望み、１，５００

本の梅を楽しめる絶景スポット月ヶ
瀬梅林。毎週日曜日には各種イベン
トも予定しています。ぜひご来場く
ださい。
とき／２月１４日（日）～３月７日（日）
ところ／月ヶ瀬梅林
入園料／大人３００円、小学生１００
円、小学生未満無料　＊駐車場無料
＊月ヶ瀬梅林オリジナル梅製品の特
別セールやスタンプラリー、大抽選
会などを予定しています。
問合せ／伊豆市観光商工課

電話０５５８‐８５‐２６００

正月感謝祭
三島市内の各商店街が、日ごろの

ご愛顧に感謝し、甘酒サービスや福
銭プレゼントなど、さまざまなイベ
ントを行います。
とき／１月１日（金）～３日（日）
ところ／三島市内の各商店街
＊各商店街によって開催期間や内容
が異なります。
問合せ／三島市商工観光課

電話０５５‐９８３‐２６５５

２０１０．１．１いずのくに ２０１０．１．１いずのくに27

●
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
、
市
政
と

市
民
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
充

実
し
た
広
報
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
元
旦
か
ら
十
日
間
限

定
で
、
市
長
の
『
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
』（
動
画
）を
配
信
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
夏

●
バ
ラ
に
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
に

豆
乳
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
…

こ
れ
ら
入
浴
剤
で
、
冬
は
日
替

わ
り
風
呂
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

あ
め
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
の
も
の
や
エ

ス
テ
効
果
、
お
も
ち
ゃ
、
と
ろ

み
付
き
な
ど
、
種
類
豊
富
で
ま

だ
ま
だ
楽
し
め
そ
う
で
す
。
井

編　集　後　記

住民登録人口●50,238人（男：24,253人、女：25,985人） 世帯●19,796
外国人登録人口●459人（男：185人、女：274人） 世帯●191

市の人口
（平成２１年１２月１日現在）
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＊希望の場合は、韮山庁舎へ来庁
か電話で登録してください。
＊市役所では品物を預かりません。売買
を生業としている人はご遠慮ください。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

ゆずります
スライド映写機　　　　　無　料
ミシン取り付け用刺繍機　無　料
スレート板　　　　　　　無　料
エレクトーン　　　　　　無　料
健康ウォーキングマシン　無　料
カメラの三脚　　　　　　無　料
六方石（３平方㍍） 無　料
こたつ布団　　　　　　　無　料
スピーカー（外部取付式） 無　料
ベビー布団　　　　　　　無　料　
ベビーベッド　　　　　　無　料
耕運機（５馬力） 応　談
胡弓（要修理） 応　談
洋服タンス（２棹） 応　談
食器棚　　　　　　　　　応　談
サイドボード（２本） 応　談
ダイニングセット　　　　応　談
応接センターテーブル　　応　談
電子レンジ台　　　　　　応　談
衣類乾燥機　　　　　　　応　談
肩掛けゴミブロアー　　　応　談
カメの置物　　　　　　　応　談
電話台　　　　　　　　　応　談
木製ドレッサー　　　　　応　談
エアロバイク　　　　　　応　談
ペ･ヨンジュン等身大ポスター 応　談
ワープロ（シャープ） １０万円
小型冷蔵庫　　　　 ３，０００円

ゆずってください

共和幼稚園制服　　　　　無　料
かわら　　　　　　　　　無　料
花器、抹茶茶碗　　　　　無　料
びょうぶ　　　　　　　　応　談
ちとせ保育園園服･体操着 応　談
小型耕運機　　　　　　　応　談
桐たんす　　　　　　　　応　談
コンバイン　　　　　　　応　談
もみ乾燥機　　　　　　　応　談
テレビ（１４インチ） ３，０００円以内
電話機（子機２台付き）５，０００円以内

お題：アナグラム
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】

①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②広
報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え（必須）、

１月１２日（火）までに下記へお送りください。ご意見などは、
広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「ねんまつねんし」

正解者は５９／５９人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

宮田光子、遠藤初男、相原祐子、相原葵、渡辺政子、

杉山政良、西島安代、永沼広夫、関本遥、杉山桃子

広
報
い
ず
の
く
に
へ
の
ご
意
見
や

感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
先
月
号
の
表
紙
（
竹
灯
籠

た
け
ど
う
ろ
う

）
は
幻
想

的
。
当
日
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
余

計
よ
か
っ
た
。（
中
條
・
79
歳
・
男
性
）

●
先
月
号
の
お
た
よ
り
に
、
オ
ペ
ラ

坦
庵
を
見
て
感
動
し
た
と
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
と
し
て
大
変
う
れ
し
い

で
す
。（
四
日
町
・
63
歳
・
男
性
）

●
省
エ
ネ
で
経
費
節
約
の
十
カ
条
、

ど
れ
も
身
近
で
、
こ
ま
め
に
守
れ
ば

大
変
節
約
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

実
行
し
よ
う
！
（
古
奈
・
82
歳
・
女
性
）

身
近
な
話
題
も
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
に
っ
つ
う
ど
う
ろ
の
車（
の
ス
ピ
ー

ド
）が
速
く
て
横
断
で
き
な
く
て
こ
わ

い
で
す
。
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
ほ
し
い

で
す
。（
四
日
町
・
８
歳
・
女
性
）

●
ア
ク
シ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
き
れ
い
で
、
家
族
で
夜
の
お
散
歩

を
し
ま
し
た
。
土
日
だ
け
で
も
夜
店

を
出
し
た
ら
、
も
っ
と
素
敵
だ
と
思

い
ま
す
。（
古
奈
・
36
歳
・
女
性
）

●
長
岡
京
市
訪
問
団
に
参
加
。
長
岡

京
の
市
長
様
や
職
員
・
会
員
の
皆
様
の

心
温
ま
る
お
も
て
な
し
に
感
謝
し
ま

す
。
今
後
ま
す
ま
す
両
市
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
が
発
展
す
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。（
小
坂
・
63
歳
・
女
性
）

本
年
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ

り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別の言

葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」という問題の

もとの言葉は「ナポレオン」という感じです。

では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

表紙より

答え○○○○○○○

殿
様
、
ま
だ
湯
？

（
と
の
さ
ま
ま
だ
ゆ
）

ＮＴＴ西日本では古くなった
電話帳を積極的に回収していま
す。新しい電話帳（１月中にお
届け予定）を受け取る際に古い
電話帳を配達員に渡してくださ
い。配達日に不在の場合は、後
日回収に伺いますので、ご連絡
ください。
問合せ／タウンページセンタ

電話０１２０‐５０６‐３０９

表紙は、標高４５２ｍ

のł[城山山頂より臨む
富士山。展望デッキに
は、昨年１１月から、無
料で入れる『絶景　富士見の足湯』も設置されまし
た（ロープウェー運行日の９：００～１６：００）。富士
山を一望しながらの足湯に浸かる贅沢な空間に、
大人も子ども満足気でした。撮影にご協力いただ
いた皆さん、ありがとうございました。




